
令和２年度 大雪に伴う秋田県災害警戒部会議（第１回）

日 時 令和３年１月４日（月）

１７時１０分～

場 所 秋田県災害対策本部室

次 第

１ 開 会

２ 議 題

(1) 今後の気象予報について

(2) 雪による被害状況等について

(3）これまでの対応について

(4) 今後の対応について

(5) その他

３ 知事指示

４ 閉 会







　

計 死者 行方不明者 重傷者 軽傷者 計 全壊 半壊 一部破損 床上浸水 床下浸水 公共建物 その他

2 1 1

38 2 16 20 3 3 1 5

2 2

20 1 12 7 1 1 1

4 1 3

1 1 1 1

5 2 3

3 2 1

1 1

5 1 4

81 4 36 41 5 4 1 1 6

(1) 12月19日発生：由利本荘市・８０歳代・男性、除雪機の下敷きになったもの。

(2) 12月20日発生：湯沢市・７０歳代・男性、屋根の雪下ろし作業中に転落したもの。

(3) 12月21日発生：横手市・２０歳代・女性、軒下で除雪作業中に落雪に遭ったもの。

(4)  1月 2日発生：横手市・60歳代・男性、道路上において雪崩に巻き込まれたもの。

死亡 行方不明 重傷 軽傷

屋根等 1 17 13 31 2 50 23
梯子等 7 3 10 1 16 10
転倒等 5 13 18 2 5 5

除雪機等 1 2 3 6 1 7 5

1 5 9 15 15 +15 -1 +12

1 1 1 +1 +1 +1

-2 -2

4 36 41 81 81 +75 -15 +33

死亡 行方不明 重傷 軽傷 合　計

1 18 18 37

3 18 23 44

　栽培施設等　１０７，４２５千円

資料1

令 和 3 年 1 月 4 日

総 合 防 災 課

１　被害の状況

人　的　被　害 住　家　被　害 非住家被害

秋田市

横手市

大館市

湯沢市

由利本荘市

潟上市

大仙市

北秋田市

美郷町

羽後町

合　計

［被害の概況］※死亡事案のみ記載

２　人的被害の態様別（原因）の内訳
区　　分 合　　計 前　年　　同　日 平　成　18　年　同　日 平　成　27　年　同　日

落　　雪 16 3
雪　　崩

そ　の　他 2 2
合　　計 6 96 48

【参考】年齢別
区　　分 前　年　同　日

６５歳未満 2（＋35）
６５歳以上 4（＋40）

３　農林被害の状況（令和２年12月28日11時現在）

　被害額 　１２３，６８３千円

　農作物 　　１６，２５８千円

市町村 被　害　農　作　物

横手市 菌床しいたけ、ほうれんそう

湯沢市 せり、ほうれんそう

羽後町 花き、小松菜

由利本荘市 ほうれんそう

大仙市 だいこん

雪による被害状況等について

市町村名

転落 41 3 +38 66 -25 33 +8

除排雪 24 3 +21 12 +12 10 +14

全壊 半壊
一部
損壊

被覆
のみ

調査中 計 地域

パイプハウス
農作業小屋

畜舎等
93 8 11 7 28 147

横手市、湯沢市、東成瀬村
美郷町、羽後町、大館市
由利本荘市、大仙市
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資料２

雪による事故防止対策等について

令和３年１月４日

県 民 生 活 課

１ 雪による事故防止のための情報提供及び普及啓発について

（１）雪下ろし安全講習会の開催

各地域振興局で、警察や消防と連携し、安全な雪下ろし等に関する講習会を開

催。（降雪期前に一部実施済）

（２）チラシ配布・ポスター掲示による広報

事故防止を呼びかけるチラシ・ポスターを市町村、スーパー・ホームセンター、

民生委員協議会等の関係機関に送付し、事故防止への協力を依頼。（１２月４日）

（３）包括連携協定締結企業と連携した取組の実施

「雪の事故からあなたを守り隊♡」と称し、企業の社員が営業活動にあわせて、チ

ラシ配布、車両へのマグネットステッカーの掲示、名札の着用、営業所等へのの

ぼり旗の設置等による事故防止に関する県民への直接的な呼びかけを実施。

１２月２５日 ９社参加の出動式を開催

（４）各種広報媒体を活用した注意喚起

①県公式ツイッター及びフェイスブック（随時更新）

②県広報紙「あきたびじょん」（２０２１年１・２月号）

③デジタルサイネージを使用して、国交省の事故防止に関する動画を放映

（本庁舎・第二庁舎・鹿角・由利・平鹿）１２月～３月

④テレビＣＭ（民放３局） １／１１～２／１０（予定） 合計３０回以上

⑤テレビ（あきたびじょんＮＥＸＴ）２／１、４、８

⑥ラジオ（秋田県からのお知らせ） ２／５ ７：５０～

⑦庁内放送 １／２５～２９（雪害事故防止週間）１６：００～

（５）市町村・地域振興局・包括連携協定締結企業への注意喚起の依頼

今季初の雪害による死亡事故の発生を受けて、市町村・地域振興局・包括連携

協定締結企業に対して、改めて、注意喚起や事故防止徹底への協力を依頼。

（１２月２１日）
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（６）「秋田県雪害事故防止週間」の設定

例年、１月中旬から下旬は雪下ろし等除排雪作業中の事故が多発する傾向にあ

ることから、令和３年１月２３日（土）から１月３１日（日）までを期間として

「秋田県雪害事故防止週間」を設定し、様々な媒体を活用し、集中的に安全対策

に関する普及啓発活動を実施する。

例 県内商業施設において、県民へのチラシ配布による啓発を実施。

①令和３年１月２６日（火） ワンダーモール（仙北市）

②令和３年１月２７日（水） いとく能代南店（能代市）

２ 地域が一体となった雪対策の推進等について

（１）除排雪団体の立ち上げ等の支援

高齢者世帯等を支援するため、住民同士の協力により除排雪を行う除排雪団体

の立ち上げや活動の支援を行う。（今年度４団体 累計５０団体設立済）

（２）雪対策連絡協議会の開催

地域振興局ごとに市町村、社会福祉協議会、警察、消防等の関係者が、雪対策

の取組や課題等を協議する。

（３）ボランティア活動の推進

県庁職員が除雪を行う「県庁除雪ボランティア隊」を設置するとともに、商工

団体、事業所、高校等にボランティア活動への参加促進の呼びかけを行う。

（４）除排雪活動の新たな担い手の確保・育成

除排雪団体の取組の紹介など除排雪支援について考えるイベントを開催する。

（１月３１日）

（５）雪捨て場としての県管理用地等の活用

雪捨て場として提供可能な県管理用地等に関する情報を一元的に収集の上、

市町村へ提供し、雪捨て場不足の解消に努める。
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年末年始の道路除雪状況等について

Ｒ３．１．４

建 設 部

１．降雪・積雪の状況

・降雪量は、全県平均では例年（５か年平均）より若干多い

県南部で多くなっており、横手で例年の１．４倍、湯沢で１．５倍

・短期間で降雪が連続したため、積雪量が急に増えており、

横手、湯沢で積雪量が約１７０㎝、例年の４倍以上

（１月４日午前８時現在）

２．除雪体制

・秋田道など、高速道路の通行止めに当たっては、東北地方整備局、ネ

クスコ東日本及び隣県と連携して対応

・通行止めの予定時間前に、迂回路となる県管理道路（国道１０７号）

やＩＣのアクセス道路の状況を確認して、広域交通を確保

＜年末年始の県内高速道路の通行規制＞

・秋田道 通行止め３回、延べ３１時間

・湯沢横手道路 通行止め１回、延べ３６時間

・県南を中心に大雪となっており、今後も降雪が予想されるため、道幅

が狭くなっている箇所については、順次、拡幅除雪・排雪作業を進め

ていく

・県発注工事の受注者が地域の除排雪作業に優先的に取り組むことがで

きるよう、必要に応じて、工事の一時中止や工期の延長等、柔軟な対

応に努めることを発注機関や事業者団体等に対して通知

（令和 2年 12 月 21 日付け）

３．市町村への支援

・１月２日に発生した横手市増田町狙半内地内の市道沿いの雪崩に対

し、翌３日に県から専門家（防災点検業者）を派遣し、同箇所付近を

調査し、再度雪崩が発生しないよう助言

・雪捨て場が不足している横手市に対して河川敷を提供

資料３

13996
テキストボックス









資料４

今冬の大雪による農林水産被害の状況について

令和３年１月４日

農 林 水 産 部

１ 被害状況

○ 平鹿、雄勝管内を中心に、12月14日からの大雪により、栽培施設の損壊等の被

害が発生した（被害額124百万円：12/28現在）。

○ これに加え、12月31日からの大雪により、園芸用パイプハウス等の損壊が新た

に発生している。

○ 果樹については、わい化りんごの下枝の枝折れが広い範囲で確認されている。

※ 積雪のため現場確認ができない所が多い状況

２ 今後の見通し

○ 今冬の大雪は、過去の豪雪年と比べても積雪量の増加スピードが早く、除排雪

作業が追いついていない施設や樹園地等が多いことに加え、１月７日頃から再び

寒気の流入が予想されており、大きな被害につながりかねない状況である。

３ 今後の対応

○ 市町村やＪＡと連携し、まずは被害の軽減に向け、樹園地等の除排雪について

指導するとともに、被害状況を把握し、必要な対策について検討する。


